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　現在では、アクチュエータに対する操作上・作動上における安全性の確保は必須となっ

ています。

　空気圧シリンダが中間停止の状態にある場合、あるいは供給圧力が低下した場合に、

従来ではシリンダが不測の作動を起こし、思わぬ事故を生じることがありました。また、

シリンダに全く空気圧が供給されていない状態で圧力を加えると、シリンダが急激に高

速で動き出し、人体や装置に障害を与える恐れもありました。

　これらの危険を防止し、システム全体の安全性を確保するため、「JIS B 8370 空気

圧−システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項」が制定されています。ここで

はアクチュエータの安全性を確保するためのシステムおよびコンポーネントについてご

説明していきます。

5.2　空気圧システムの設計及び仕様に関する基本的要求事項
5.2.3　機械的動作
意図したものか否かにかかわらず、機械的動作が、人体に危険な状況をもたらしてはならない。

5.2.7　制御装置又はエネルギー供給
制御装置又はエネルギー供給の形態（電気、空気圧など）にかかわらず、次の動作又は状況によって
危険を引き起こしてはならない。
a）供給のオン / オフ切換え
b）供給の減少
c）供給の遮断
d）供給の復帰

5.2.11　制御できないアクチュエータの動作
遮断弁を急速に開くことによって、アクチュエータが制御できない動作を起こすおそれがある場合、
ソフトスタート弁（スロースタート弁）を使用しなければならない。

■ JIS B 8370：2013（抜粋）



3

INDEX

システムの安全性を確保する技術
〜 アクチュエータの制御 〜

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6N シリーズ）

デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6D − 04）

エンドロック付複動シリンダ

4 ポート手動切換弁（ロック機構付）

圧力検知バルブ

シリンダ飛出し防止弁

圧力保持弁（ロックアップバルブ）

セーフティ ブロックバルブ

ISO13849-1 対応電磁弁

P8

P12

P34

P32

P28

P24

P20

P16

P4

オーバーロードプロテクタ P36



4

1.ISO13849-1 対応電磁弁

ISO13849-1 対応電磁弁

  安全評価のための要求パフォーマンスレベル

　PL「e」

  制御システムのアーキテクチャ（構成）

　カテゴリ 4

2 チャンネルの冗長化された構造を持ち、チャンネル
間で相互監視することによりその安全性を確保してい
ます。

【カテゴリ 4 のアーキテクチャ】

型式 電磁弁 配管口径 適応エアフィルタ 電気信号入力検出 バルブ位置検出 圧力検出

430-3894

ノーマルクローズ形
3 ポート電磁弁

2 台

Rc3/8
AF21-04-10A,15A

ネオンランプ
リミットスイッチ

+
近接スイッチ

プレッシャー
スイッチ

2 個

Rc1/2

3/8NPT
AF21-04-10N,15N

1/2NPT

430-3895

Rc3/4
AF2-08-20A,25A

Rc1

3/4NPT
AF2-08-20N,25N

1NPT

430-3896

Rc1_1/4

AF2-32A 〜 50ARc1_1/2

Rc2

1_1/4NPT

AF2-32N 〜 50N1_1/2NPT

2NPT

シ ス テ ム の 構 成
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

ISO13849-1 対応電磁弁

◉ JIS 記号

【認証機関：sira】
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1.ISO13849-1 対応電磁弁

バ ル ブ 単 体 の モ ニ タ リ ン グ

空気圧 3 方弁 1 台であってもバルブ位置等を検出することにより、安全性を高めることが出来ます。
（第 3 者認証機関による「ISO13849-1 認証適合品」ではありません。

電磁弁 電気信号入力検出 バルブ位置検出 配管口径 圧力検出

ノーマルクローズ形
3 ポート電磁弁

ネオンランプ
リミットスイッチ

または
近接スイッチ

Rc3/8

プレッシャー
スイッチ

Rc1/2

3/8NPT

1/2NPT

Rc3/4

Rc1

3/4NPT

1NPT

Rc1_1/4

Rc1_1/2

Rc2

1_1/4NPT

1_1/2NPT

2NPT

＋
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

I S O 1 3 8 4 9 − 1 概 要

●国際標準化規格である ISO13849-1 は、機械や装置を使用する場合の安全制御システム

　に要求される機器の構造や構成、原則などを規定した規格です。

●特に欧州では、必要な安全規格に適合した設計を行うことが求められており、これらの

　規格に適合した製品が要求されます。

● ISO13849-1 規格の基本的な考え方は、ひとつのシステムや機能を持った機器に対して、

　安全性や信頼性を数値化等によるレベルで評価するというものです。寿命や故障した場合

　の検出方法など、より高い安全確認機能を備えたシステムは、使用する上で安全性が高い

　と言えることになります。

●甲南電機では、空圧システムの中で残圧排気弁等に使用される 3 ポート電磁弁について、

　これを安全に関わる機器システムとして捉え、同規格のパフォーマンスレベル「e」、シ

　ステムのアーキテクチャ「カテゴリー 4」に適合する製品として、第 3 者認証機関による

　ISO13849-1 規格適合品を御提供するものです。
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2. デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6N シリーズ）

デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6N シリーズ）

プレス用空気圧電磁弁、MVW6N シリーズはプレスマ
シンのブレーキ、クラッチ用として「安全性」「耐久性」
に加えて「作動時間の安定性」を追求した常時閉（ノー
マルクローズド）形のデュアルバルブ 3 ポート電磁弁
です。

信頼性の高い丸形圧着端子が取り付けられます。
配線もターミナルボックス（近接スイッチボックス
あるいはモニターボックス）内で行うため、取付時
にパイロット部を分解する必要がありません。
また、近接スイッチ付あるいはモニター付の場合
はこの位置にボックスを取り付けます。

ターミナルボックス

ポペットタイプのパイロットバルブにはウレタン
ゴム成型品を採用、その耐久性は、2,000万回以上
に達します。また、エアがソレノイド部分に入らな
いセパレートタイプですからドレン、オイルミスト
に影響されにくく、長期間使用後の作動時間のバ
ラツキを解消しました。

パイロットバルブ

ソレノイドへの電気記号が確認できるよう、MVW6Nシリーズの
全機種にネオンランプを標準装備としました。

ネオンランプ

2ケのバルブのうち 1ケが故障しても他方が作動して排気しま
す。この場合の排圧は供給側圧力0.5MPa において約 0.01 〜
0.025MPa（2 〜 5％）です。　　　　　サイレンサ装着のとき。
また MVW6N シリーズ電磁弁にはすべて、サイレンサーを標準装
備としました。

R ポート（排出口）

パイロットバルブ同様、ウレタンゴム成型品を採用しています。
2,000万回作動を維持する耐久性を有しています。

メインバルブ

パイロットバルブの OUT ポートとメインバルブピストンとを結
ぶ流路に固定オリフィスを並列に入れかつメインバルブピストン
上部に適当なボリウムを設けたユニットです。
メインバルブへの給排気を絞ることにより、ソレノイド励磁から
メインバルブが切換るまでのタイムラグを遅らせることができま
す。タイムラグの長さはオリフィス径を変化させることにより任
意に調整できます。

タイミング調節ユニット（オプション）

ソレノイド ON からメインバルブが開くまでの時間を任意に遅ら
せることができます。

クラッチ用

ブレーキ用
ソレノイド OFF からメインバルブが閉じるまでの時間を任意に
遅らせることができます。

※クラッチ・ブレーキ用電磁弁は、穴径φ1.2㎜の固定オリフィ
　スを内蔵して工場出荷します。標準よりもタイミングを変化さ
　せる場合は、付属（4 ヶ）の穴未加工オリフィスを適当な穴加工
　のうえでご使用ください。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6N シリーズ） 種 類

標準タイプ／ MVW6N − 08・14

近接スイッチ付／ MVW6N − 08・14 − K

モニター付／ MVW6N − 08・14 − M1

ブレーキ用 /MVW6N − 08・14 − B1

クラッチ用 /MVW6N − 08・14 − C1

ブレーキ用 /MVW6N − 08・14 − K − B1

クラッチ用 /MVW6N − 08・14 − K − C1

ブレーキ用 /MVW6N − 08・14 − M1 − B1

クラッチ用 /MVW6N − 08・14 − M1 − C1

ブレーキ用
MVW6N-08/14-B1

P

A

R

SOL.1

SOL.2

クラッチ用
MVW6N-08/14-C1

P

A

R

SOL.1

SOL.2

● 標準タイプ
タイミング調節機構なし

MVW6N-08/14

SOL.1

SOL.2

P

A

R

ブレーキ用
MVW6N-08/14-K-B1

P

A

R

SOL.1

SOL.2

LS.1

LS.2

クラッチ用
MVW6N-08/14-K-C1

P

A

R

SOL.1

SOL.2

LS.1

LS.2

タイミング調節機構なし
MVW6N-08/14-K

SOL.1

SOL.2

P

A

R

LS.1

LS.2

● 近接スイッチ付

ブレーキ用
MVW6N-08/14-M3-B1

P

A

R

SOL.1

SOL.2

リセット
ボタン

クラッチ用
MVW6N-08/14-M3-C1

P

A

R

SOL.1

SOL.2

リセット
ボタン

タイミング調節機構なし
MVW6N-08/14-M3

SOL.1

SOL.2

P

A

R

リセットボタン

● モニター付
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2. デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6N シリーズ）

基 本 作 動 図

PA R PA

R

消磁 励磁

P　→　A
R　→　閉止

P　→　閉止
A　→　R
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡

MVW6N
本体の種類 定格電圧

51 2
電磁弁
オプション機能

配管口径

3 4
タイミング
調整機構

標準タイプ 無記入
近接スイッチ付 K
モニター付 M3

2 電磁弁オプション機能

AC100V（50/60Hz） AC100
AC200V（50/60Hz） AC200

5 定格電圧

●上記以外の電圧をご希望の際は、別途ご相談くだ
さい。

3 配管口径

08
Rc 3/4 20A
Rc 1 25A

14
Rc 1 1/4 32A
Rc 1 1/2 40A

1 本体の種類

な　　　し 無記入
ブレーキ用 B1
クラッチ用 C1

4 タイミング調節機構

08
Rc 3/4 08
Rc 1

14
Rc 1 1/4 14
Rc 1 1/2

●配管口径は、P.A ポートの口径を示します。

形 式 記 号

仕 様

形
式
記
号

標 準 タ イ プ MVW6N-08 MVW6N-14

近 接 ス イ ッ チ 付 MVW6N-08-K MVW6N-14-K

モ ニ タ ー 付 MVW6N-08-M3 MVW6N-14-M3

配 管 口 径
P.A ポ ー ト Rc 3/4 Rc1 Rc11/4 Rc11/2

R ポ ー ト Rc11/4 Rc2

使 用 流 体 圧縮空気（40 μフィルタ濾過後のエア）

使 用 圧 力 0.2 〜 0.7MPa（常用圧力：0.5MPa）

流 体 温 度 − 5 〜 60℃（常用：5 〜 50℃）

周 囲 温 度 − 5 〜 50℃（氷結のないこと。）

有効断面積
P → A 50㎟ 150㎟

A → R 380㎟ 880㎟

応 答 時 間

ソ レ ノ イ ド ON
か ら バ ル ブ 開 25ms 以下 40ms 以下

ソレノイド OFF
か ら バ ル ブ 閉 30ms 以下 60ms 以下

使 用 頻 度 Max.100 回 /min

取 付 姿 勢 任意

質 量

標 準 5.5kg 13.5kg

近接スイッチ付 7.0kg 16.0kg

モ ニ タ ー 付 6.0kg 14.0kg
※ 1. 上記有効断面積のうち A → R 値はサイレンサなしの値です。
※ 2. 応答時間は、タイミング調節機構を搭載しない場合の値を示します。ブレーキ用（B1）、クラッチ用（C1）の場合は別途、お問い合せください。

※ 1

※ 2

● 配管口径は、P・A ポートの口径を示します。
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3. デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6D − 04）

デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6D − 04）

MVW6D 形デュアルバルブは、プレス機械の空気式ク
ラッチ及びブレーキを操作する電磁弁で、労働安全衛
生法 第 42 条の規定に基づき、動力プレス機械構造規
格の第 29 条に適合した構造になっています。弁はパ
イロット式常時閉形 3 ポート電磁弁を 2 個並列に組合
せた「パラレルフロータイプ」で、耐久性の高いポペッ
トシール構造です。

誤 作 動 時 の 残 存 圧 力

MVW6D・デュアルバルブは、2 ヶのバルブのうち何れか一方が故障しても、他方が作動して排気
を行います。この場合の排圧（残存圧力）は次のとおりです。

●供給圧力：0.5MPa において
　　　　　　0.05MPa 以下。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6D − 04）

Rc 3/8 10A
Rc 1/2 15A

1 配管口径

AC100V（50/60Hz） 1
AC200V（50/60Hz） 3
DC24V 5

2 定格電圧

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡形 式 記 号

MVW6D 204 N 1
配管口径 定格電圧

形 式 記 号 MVW6D-04

配 管 口 径 P.A ポ ー ト Rc 3/8 Rc 1/2

有 効 断 面 積
P → A 23㎟   23㎟

※ A → R 75㎟ 130㎟

使 用 流 体 圧縮空気（40μフィルタ濾過後のエア）

使 用 圧 力 0.2 〜 1.0MPa（常用：0.4 〜 0.6MPa）

流 体 温 度 − 5 〜 80℃（常用：5 〜 50℃）

周 囲 温 度 − 5 〜 50℃（氷結のないこと。）

応 答 時 間
AC 18ms 以下（ON・OFF 動作とも。）

DC 24ms 以下（ON・OFF 動作とも。）

作 動 頻 度 連続：1 回 /s・寸動：5 回 /s

耐 圧 力 1.5MPa

取 付 姿 勢 垂直（配管ポートが水平で、ソレノイドが上向き）

質 量 2.4kg
※上記有効断面積のうち A → R 値はサイレンサを含んだ値です。

仕 様

◉ JIS 記号

SOL.

SOL.

P

A

R
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3. デュアルバルブ 3 ポート電磁弁（MVW6D − 04）

MVW6D-04

1. ソレノイド消磁

P　→　閉止
A　→　R

P　→　A
R　→　閉止

2. ソレノイド励磁

作 動 図

ソレノイド

パイロット弁

ピストン室

主弁

　同時にソレノイドを消磁するとパ
イロット弁が復帰し、両方のピスト
ン室の空気が排気する。主弁は空気
圧により復帰し、P ポートの供給は
遮断され、A ポートの空気はサイレ
ンサ（R ポート）を通じ、大気へ放
出される。プレスは停止する。

　同時にソレノイドを励磁するとパ
イロット弁が開き、両方のピストン
室へ空気が供給される。ピストンの
受圧力で、主弁は押し開かれ、空気
は P ポートから A ポートへと供給
し、プレスは起動する。

PA

R

A P

R
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

作 動 図

　同期性を失い、いずれか一方の
弁が作動しない時、一方の弁から A
ポートに空気が供給されるが、同時
に他の弁よりサイレンサを通じて、
空気は放出される。その為、A ポー
トには十分な圧力が発生しない為
に、プレスは停止する。

3. 弁が不同期の状態
　になった場合
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4. セーフティ ブロックバルブ

●シリンダのストローク中間停止は、一般的には 4 ポートまたは 5 ポートの 3 位置方向
　制御で行われていますが、これらの方向制御弁のほとんどすべてが、その弁構造にス
　プール方式を採用しているため、センタークロ−ズの状態にあっても、その間に多少の
　空気漏れが生じ、シリンダが徐々に移動し、長時間たてばその位置が始端または終端に
　まで達していたという現象が度々見うけられました。

●この現象はしばしば危険を伴うことが多く、3 位置方向制御弁の弁構造を空気漏れ
　のほとんどないポペット方式に置きかえることも検討されましたが、コスト面その他　
　から種々な制約が多くありました。そこで空気圧回路との関連から考え出されたのが　
　セーフティブロックバルブです。

セーフティ ブロックバルブ

このバルブは、シリンダをストロークの中間で停止
させた場合、その中間停止位置を長時間にわたって
確実に保持させることができます。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

作 動
●セフティブロックバルブの上流側に設置された 3
　位置オープンセンタ形方向制御弁を切換え、ポー
　ト MA 又は MB より空気圧を加えるとその圧力
　により、弁体及びピストンは、ばね力に抗してそ
　れぞれ左右両方向に移動し、ポートは MA←→ CA
　及び MB ←→ CB に連通してシリンダが上昇又は
　下降します。
●方向制御弁をニュートラルの位置に切換えると　
　ポート MA 及び MB 側の空気圧は排気されるの
　で左右の両弁体は、ばね力によって押し戻され開
　口部をシールします。弁体はポペット方式のため、
　空気漏れを完全に遮断し、シリンダを長時間、一
　定の中間位置に保持します。

◉ JIS 記号

使 用 回 路 例

MB CB

MA CA
セフティブロック

バルブ シリンダ
3 位置オープンセンタ

方向制御弁
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4. セーフティ ブロックバルブ

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡

Rc 3/4 20A
Rc1 25A

3 配管口径

Rc 3/8 10A
Rc 1/2 15A

2 配管口径

Rc 1/4 8A
Rc 3/8 10A

1 配管口径

標準タイプ

形 式 記 号

Rc 3/8 〜 1/2 2
配管口径

CVD1-04

Rc 1/4 〜 3/8 CVD1-03 1
配管口径

Rc 3/4 〜 1 CVD1-08 3
配管口径

仕 様

形 式 記 号 CVD1-03 CVD1-04 CVD1-08

配 管 口 径
8A 10A 10A 15A 20A 25A

Rc1/4 Rc3/8 Rc3/8 Rc1/2 Rc3/4 Rc1
有 効 断 面 積 30㎟ 40㎟ 70㎟ 80㎟ 200㎟ 220㎟
使 用 圧 力 0.12 〜 1.0MPa
ク ラ ッ キ ン グ 圧 力 0.05MPa
耐 圧 力 1.5MPa
作 動 頻 度 Max.2 回 /1 秒
使 用 温 度 –20 〜 60℃（5℃以下でご使用の場合は凍結にご注意下さい。）
質 量 0.4kg 0.9kg 2.0kg

●上記仕様以外でご使用の場合はご相談下さい。
●流体の露点が－４０℃を超える高乾燥空気で使用される場合は別途ご相談下さい。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

外 形 寸 法 図

単位：㎜

形式記号 D A B C E F

CVD1-03
1/4

110 82 32 36 25
3/8

CVD1-04
3/8

132 96 36 50 35
1/2

CVD1-08
3/4

202 152 60 60 45
1MA

CA CB

MB

CVD1-03-8A・10A
CVD1-04-10A・15A
CVD1-08-20A・25A
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5. 圧力保持弁（ロックアップバルブ）

圧力保持弁（ロックアップバルブ）

●空気圧回路における供給圧力が低下すると、シリンダ作動に支障をきたす場合が多くあ
　ります。特に重量物の搬送ラインやバルブ操作の場合にはその影響が大きくなります。
　圧力保持弁（ロックアップバルブ）は、このような供給圧力の低下を検知し、あらか　
じめ設定した圧力以下になると自動的に回路を遮断してシリンダ内の圧力を設定値に　
保持します。供給圧力が回復して設定圧力以上に達すると、回路を開いて元通りの状態　
に戻します。

●このように圧力保持弁は圧力の検出機能とロック機能を有しており、圧力低下による事
　故防止に大きな役割を果しています。
　
●圧力保持弁の一例を「使用回路例」に示します。
　供給圧力（信号圧力　SIG）が正常なときには内部パイロット弁の作用によって圧力保
　持弁は IN → OUT となっていますが、供給圧力が低下するとパイロット弁が切換り、
　圧力保持弁は閉止します。圧力低下の検出は可変調整が可能であり、その設定はばねの
　調節によって行うことができます。
　なお、この例は 1 回路用（LVS5）ですが、複動シリンダ用に適用できる 2回路用（LVD5）
　もあります。

圧力保持弁は、供給圧力の低下を検知し、あらかじめ
設定した圧力以下になると自動的に回路を遮断してシ
リンダ内の圧力を設定値に保持します。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

◉ JIS 記号 LVS5 LVD5

作 動

使 用 回 路 例

❶信号圧力は❷ダイヤフラム室“B”に入り、❸ダ
イヤフラム“B”に作用します。信号圧力がバネ力
以上になれば、❷ダイヤフラム“B” を押し上げ、
❹ボールにより❺ダイヤフラムウケの❻排気孔を
閉じます。同時に信号圧力は、押し上げられた❺
ダイヤフラムウケと❼O リングの間から❽ダイ
ヤフラム室“A”に流れ、❾ダイヤフラム“A”に作
用し、❿バネ“A”の力に抗して⓫バルブを押し開
いて操作回路を連通します。
何かの原因で信号圧力が低下し、バネ力以下にな
れば、❸ダイヤフラム“B”はバネ力により押し下
げられ、❺ダイヤフラムウケの❻排気孔が開くと
同時に❽ダイヤフラム室“A”と通じます。そのた
め❽ダイヤフラム室“A”に供給されていた信号圧
力は、❻排気孔を通じ排出されます。❽ダイヤフ
ラム室“A”の信号圧力が排出されると、❿バネ“A”
の力によりバルブが閉じ操作回路は遮断され、回
路内の圧力は保持されます。2回路形（LVD5-02）
の場合は、回路 1 と回路 2 が並列に設置され各
回路の❽ダイヤフラム室“A”が通じています。

OUTIN

SIG

圧力保持弁

単動シリンダ

方向制御弁
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5. 圧力保持弁（ロックアップバルブ）

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡形 式 記 号

標準タイプ

Rc 1/4・3/8 LV 3
配管口径外部耐蝕

2 02
回路数

1 5 6
使用温度範囲

Rc 3/8・1/2 LVS 5 4
配管口径

04 6
使用温度範囲外部耐蝕

2

Rc 3/4・1 LVS 5 5
配管口径

08 6
使用温度範囲外部耐蝕

2

1 回路数

1 回路形 S
2 回路形 D

標準 無記入
外部耐蝕タイプ S

2 外部耐蝕
●外気に触れる部分に V トップ塗装を施し、
　露出部のボルト・ナットおよびブラケット等に
　SUS 製を使用しています。

一般用：–20 〜 60℃ 無記入
耐熱用：  5 〜 100℃ HT

6 使用温度範囲

Rc 1/4 8A
Rc 3/8 10A

3 配管口径

Rc 3/4 20A
Rc 1 25A

5 配管口径

Rc 3/8 10A
Rc 1/2 15A

4 配管口径

形 式 記 号 LVS5-02 LVS5-04 LVS5-08 LVD5-02
回 路 数 1 2

配 管 口 径
8A 10A 10A 15A 20A 25A 8A 10A

Rc1/4 Rc3/8 Rc3/8 Rc1/2 Rc3/4 Rc1 Rc1/4 Rc3/8
有 効 断 面 積 17㎟ 22㎟ 30㎟ 49㎟ 83㎟ 137㎟ 17㎟ 22㎟

使 用 圧 力
信 号 圧 力 Max. 1.0MPa
操 作 圧 力 Max. 0.7MPa

設 定 圧 力 0.14 〜 0.7MPa

デ ィ フ ァ レ
ン シ ャ ル

設
定
圧
力

0.2MPa
0.01MPa 以下

0.015MPa 以下
0.01MPa 以下0.4MPa 0.015MPa 以下

0.7MPa 0.020MPa 以下
耐 圧 力 1.5MPa

使 用 温 度 　　　　　　　　　　　　　　　（5℃以下でご使用の場合は凍結にご注意下さい。）

質 量 0.6kg 1.7kg 2.6kg 1.0kg
●上記仕様以外でご使用の場合はご相談下さい。
●流体の露点が－４０℃を下回る高乾燥空気で使用される場合は別途ご相談下さい。

仕 様

一般用 − 20 〜 60℃
耐熱用 5 〜 100℃



LVD5-02-8A・10A

標準タイプ（2 回路）

LVS5-08-20A・25A

標準タイプ（1 回路）
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信号圧力
供給口
Rc1/4

2-Rc1（3/4）

システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

外 形 寸 法 図

φ 84.5

M
ax

.6

M14 × 1.5

信号圧力
供給口
Rc1/4

10
6.

3
41

.8
17

0.
5

85

2-Rc3/8（1/2）

85
75

2×２− M５

LVS5-02-8A・10A

標準タイプ（1 回路）

LVS5-04-10A・15A
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6. シリンダ飛出し防止弁

シリンダ飛出し防止弁

●シリンダをオープンセンタ形方向制御弁によって中間停止させた場合のように、シリンダ
　内に空気圧が全く存在しない状態でシリンダを始動させると、シリンダは急激に高速で飛
　び出します。

●これはシリンダ内が大気圧であるため、加圧側と反対側のシリンダ内圧が加圧側圧力より
　はるかに低いため、飛出し現象が生じるもので、この結果、シリンダ自体の破損はもとよ
　り装置や人体にまで危険を及ぼすことになります。

●この防止策の−方法として、スピードコントローラをメーターイン回路として使用するこ
　とが考えられます。すなわち、加圧側の空気量を適当に調節してシリンダを徐行させよう
　とするものですが、メーターイン回路はシリンダの速度制御が困難であり、一般的には
　メーターアウト回路が用いられます。

●そこで最も理想的な方法は、スピードコントローラはメータアウト回路にしておき、始動
　時当初はシリンダの加圧側に少量の空気圧を供給して徐々に加圧側空気圧を高め、ある一
　定の圧力に達した時点で大量の空気圧を加圧側に供給すればよいことになります。
　
●このような機能を 1 つのコンポーネントに集約したのがシリンダ飛出し防止弁です。

シリンダの急激な飛出しを防ぐため、スピードコント
ローラを使用し、1 つのコンポーネントに集約したのが
シリンダ飛出し防止弁です。

◆シリンダ飛出し
　防止弁の構造

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

【作動原理 1】シリンダ内の圧力を排気した場合

使 用 例

A

B

WSol.2

Sol.1

C

ロ

ハイ

シリンダスピード
コントローラ電磁弁スロースタート

バルブ切換弁

ⓐ

ⓑ

ⓒ

　電磁弁を Sol.OFF、切換弁の流路を閉とすると、シリンダ室 (A) 及び (B) の空気は電
磁弁の排気ポートより排気されます。
　また、(C) の圧縮空気はスロースタートバルブのパイロット回路 ⓒ ⇒ ⓑ ⇒ ⓐ を通り、
切換弁の排気ポートより排気されます。

◉ JIS 記号
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6. シリンダ飛出し防止弁

【作動原理 2】シリンダ始動時

使 用 例

シリンダスピード
コントローラ電磁弁スロースタート

バルブ切換弁

A

B

Sol.2

Sol.1

ロ

ハイ

W

ⓐ

ⓑ

ⓒ

【作動原理 3】シリンダ作動時

使 用 例

シリンダスピード
コントローラ電磁弁スロースタート

バルブ切換弁

A

B

Sol.2

Sol.1

ロ

ハイ

W

ⓐ

ⓑ

ⓒ

　切換弁の流路を開とし、電磁弁を Sol.1 ON とすると、圧縮空気はスロースタート
バルブのパイロット回路 ⓐ ⇒ ⓑ ⇒ ⓒ を通り、電磁弁を介してシリンダ室 (A) に少
しずつ供給されます。
　スロースタートバルブには調節ネジが設けられており、ピストン室 ⓓ へ供給され
る空気流量が調整できます。そのため、急激なシリンダ作動を防止することができま
す。このとき、ピストン室 ⓓ にも圧縮空気が供給されていますが、バネ力によって
メインバルブは閉となります。

　シリンダ室 (A) に少しずつ供給された圧縮空気が一定の圧力まで上昇すると、ピス
トン室 ⓓ の圧縮空気の力によってメインバルブが下方に押し下げられ、IN からの圧
縮空気が主弁を通って OUT へ流れます。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

形 式 記 号 SSV2-04

配 管 口 径
10A 15A

Rc3/8 Rc1/2
使 用 圧 力 0.1 〜 0.7MPa
耐 圧 力 1.05MPa
使 用 温 度 –20 〜 60℃（5℃以下でご使用の場合は凍結にご注意下さい。）
質 量 1.4kg

仕 様

●上記仕様以外でご使用の場合はご相談下さい。
●流体の露点が－４０℃を超える高乾燥空気で使用される場合は別途ご相談下さい。

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡形 式 記 号

Rc3/8 10A
Rc1/2 15A

1 配管口径

標準タイプ

Rc 3/8・1/2 SSV2 1
配管口径

04

外 形 寸 法 図

標準タイプ

SSV2-04-10A・15A
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7. 圧力検知バルブ

圧力検知バルブ

遮断弁の操作部に取付け、信号圧力の降下により遮断
弁を作動させるなど、任意の信号圧力（空気圧）を検
知してバルブの切換操作を行う場合に使用します。

3 ポート

任意の信号圧力（空気圧）を検知して、アクチュエー
タの直接操作を可能とする 5 ポートタイプです。

5 ポート

【調節ネジによる設定圧力より、
              　 信号圧力の方が高い場合】
　信号圧力によりダイヤフラムに働く力は
バネ C の力と釣り合います。それにより通
路 A が開き、信号圧力はピストンに働きま
す。その力はバネ A,B の力に打ち勝ってピ
ストンおよび、スプールは下方へ下がりま
す。
　その結果、A ポートと B ポートがつなが
り、C ポートは閉止されます。

作 動 原 理

【調節ネジによる設定圧力が、
                     信号圧力より高い場合】
　ダイヤフラムに働く力は信号圧力よりバネ
C による力の方が大きいので下方へ押され、
それにより通路 A が閉まります。ピストンに
働いていた信号圧力は通路 A からボールの
シート部を通り、大気中へ排出されます。ピ
ストンおよびスプールはバネ A,B の力によっ
て上方へ押されます。
　その結果、B ポートと C ポートがつなが
り、A ポートは閉止されます。
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

◉ JIS 記号 PSV5 PSV2
PSV3L

使 用 例

電磁弁

空気圧切換弁 ロータリアクチュエータ

バタフライバルブ

減圧弁

圧力検知バルブ
PSV5

【作動】

（1）電気信号により電磁弁を ON − OFF することで、バタフライバルブは開−閉 作
　　 動をします。電源が喪失した場合、バタフライバルブは閉作動します。

（2）空気源が喪失し、供給圧力が圧力検知弁の設定圧力以下に低下した場合、供給配
　　 管内の残圧によりバタフライバルブは閉作動します。
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7. 圧力検知バルブ

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡形 式 記 号

Rc3/8 10A
Rc1/2 15A

2 配管口径

注）D．E ポートの配管口径は Rc1/4
となります。

Rc1/4 8A
Rc3/8 10A

3 配管口径

３
ポ
ー
ト

標準タイプ

５
ポ
ー
ト

Rc 3/8・1/2 PSV5 2
配管口径

4
ブラケット外部耐蝕

1 04

標準タイプ

Rc 1/4・3/8 PSV2 3
配管口径

4
ブラケット

低圧仕様

Rc 1/4・3/8 PSV3L 3
配管口径

4
ブラケット外部耐蝕

1 02

標準 無記入
外部耐蝕タイプ S

外部耐蝕
●外気に触れる部分に V トップ塗装を施

し、露出部のボルト・ナットおよびブ
ラケット等に SUS 製を使用しています。

1

外部耐蝕

1 02

不要 無記入
あり BR

4 ブラケット

●取付けずに付属して出荷いたします。

ポート数 3 ポート 5 ポート 5 ポート（低圧仕様）
形 式 記 号 PSV5-04 PSV2-02 PSV3L-02

配 管 口 径
10A 15A 8A 10A 8A 10A

Rc3/8 Rc1/2 Rc1/4 Rc3/8 Rc1/4 Rc3/8
有 効 断 面 積 32㎟ 48㎟ 22㎟ 22㎟

使 用 圧 力
信 号 圧 力 Max. 1.0MPa Max. 0.5MPa
供 給 圧 力 Max. 0.7MPa Max. 0.7MPa

設 定 圧 力 0.06 〜 0.7MPa 0.03 〜 0.2MPa
耐 圧 力 1.5MPa 1.05MPa
使 用 温 度 –5 〜 60℃
質 量 約 1.5kg

●上記仕様以外でご使用の場合はご相談下さい。
●流体の露点が－４０℃を超える高乾燥空気で使用される場合は別途ご相談下さい。

仕 様
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システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

ディファレンシャル

特 性

PSV5-04-10A・15A
設定圧力 ［MPa］ ディファレンシャル ［MPa］

0.06 0.005 以下
0.5 0.03 以下
0.7 0.03 以下

PSV2-02-8A・10A
設定圧力 ［MPa］ ディファレンシャル ［MPa］

0.06 0.003
0.5 0.018
0.7 0.02

PSV3L-02-8A・10A
設定圧力  ［MPa］ ディファレンシャル ［MPa］

0.03 0.002
0.06 0.004
0.2 0.005

外 形 寸 法 図

PSV5-04-10A・15A

標準タイプ

PSV3L-02-8A・10A

PSV2-02-8A・10A
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8.4 ポート手動切換弁（ロック機構付）

4 ポート手動切換弁（ロック機構付）

手動切換弁は、平形バルブを手動でロータリ操作して、
流体の通路を切換える方向制御弁です。
ロック機構付では、各ポジションでロックすることが
でき、作業中の意図しない接触や振動による切換わり
を防止します。

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡形 式 記 号

Rc 3/8 〜 1/2 PVT1M 3
配管口径

1
弁の種類

2
ストッパーの位置

ニュートラル 1
両サイド 2
ニュートラル及び両サイド 3

2 ストッパーの位置

Rc3/8 10A
Rc1/2 15A

3 配管口径

クローズド
センタ 無記入

オープン
センタ R

1 弁の種類

形式記号 PVT1M

配 管 口 径
10A 15A

Rc3/8 Rc1/2

有 効 断 面 積 50㎟ 60㎟

操 作 角 度 120°

使 用 圧 力 0 〜 0.7MPa

耐 圧 力 1.05MPa

弁 の 許 容 漏 れ 量 50㎤ /min（ANR）.〔at 0.5MPa〕

使 用 温 度 5 〜 60°

質 量 2.6kg
●上記仕様以外でご使用の場合は、ご相談下さい。
●流体の露点が－ 40℃を超える高乾燥空気で使用される場合は別途ご相談下さい。

仕 様
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ロック解除 レバーを握り、ピンを引き上げる。

ロック時

システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

4 ポート手動切換弁（ロック機構付）

外 形 寸 法 図
PVT1M-10A・15A

◉ JIS 記号 クローズドセンタ オープンセンタ

流 路

クローズド
センタ

オープン
センタ

ロ ッ ク 機 構

本 体

本 体
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9. エンドロック付複動シリンダ

エンドロック付複動シリンダ

【空気圧源の故障に】
　不意の空気圧源のトラブルにも、エンド位置を保持することで、
装置の安全を確保します。

【工場ラインの停止に】
　メカニカルラッチ機構なので、シリンダ内の残圧を排気させて、
安全に装置を停止することが可能です。

落下防止用空気圧がなくなってもストロークエンドの
位置が保持できます。
ヘッド側またはロッド側もしくは両側に取り付けられ
ます。

仕 様

［　］
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エンドロック付複動シリンダ

システムの安全性を確保する技術
〜空気圧シリンダの制御〜

◆メカニカルラッチ機構

◉ JIS 記号

［使用上の注意］

●エンドロック状態からの作動再開時は、必ず全
　ストロークロッドイン ( ヘッド側終端ロックの
　場合 ) 又はロッドアウト ( ロッド側終端ロック
　の場合 ) の状態になるまで、切換弁を操作して
　ください。
●重量物をロック ( 保持 ) するため、機器に障害
　が発生した場合に備えて、機械式の保護機能を
　設けるなど、人体や機械装置の損傷や損害を防
　止する対策を図ってください。
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10. オーバーロードプロテクタ

オーバーロードプロテクタ

オーバロードプロテクタは、空気圧を動力源として、高精度のブー
スタポンプと高感度のリリーフ弁および圧力スイッチをコンパク
トに一体化。

●プレスのオーバーロードシリンダ部油圧を感知し、その負荷変動を鋭敏に捉えて、
　油圧低下時の素早い加圧と過負荷発生時における油圧の瞬間的リリーフ、さらに何
　れの場合にも近接スイッチの作用で、確実にプレスマシンを停止させます。

●優れた特性と鋭敏な応答性により、小型から大型のプレスマシンや金型を、オーバー
　ロードシリンダの異常な過負荷による破損事故から守ります。
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システムの安全性を確保する技術
〜アクチュエータの制御〜

オーバーロードプロテクタ

回 路 図

● PG2 − 19 −□−□− EP

C：油吐出口

R：油戻り口

S：油吸込口

P：空気供給口

オーバーロードプロテクタ

エア抜き弁

リリーフ弁

スライド

リセットバルブ

シリンダ

タンク

C

R

S

PG

圧力センサ

ブースタポンプ

● PG2 − 19 −□−□− SR

シリンダ

タンク

スライド
オーバーロードプロテクタ

C

R

S

PG

圧力センサ

ブースタポンプ

圧力取出口

C：油吐出口

R：油戻り口

S：油吸込口

P：空気供給口

リリーフ弁

バイパスバルブ
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10. オーバーロードプロテクタ

ご注文の際は下記の形式記号でご発注ください｡形 式 記 号

PG2 31
圧力スイッチ
の電圧

19 2
オーバーロード
圧力設定値

オーバーロード
プロテクタの種類

AC80V 〜 120V・50/60Hz A
DC24V D

1 圧力スイッチの電圧

MPa 単位で実数をご指示ください。
※静圧設定範囲：20 〜 34MPa

●オーバロード圧力設定値は、± 2％の許容値を　
　見込んでおいてください。

2 オーバーロード圧力設定値

C（高圧）ポート　底部配管型 EP
C（高圧）ポート　横配管型 SR
タ
ン
ク
付

シリンダ体積（0.7L 用） T7
シリンダ体積（1.2L 用） T12
シリンダ体積（2.3L 用） T23

3 オーバーロードプロテクタの種類

形 式 記 号 PG2− 19 −□−□− SR・PG2 − 19 −□−□− EP

操 作 流 体 圧縮空気（40μm フィルタ濾過後のエア）

操 作 圧 力 0.25 〜 0.7MPa（但し、オーバロード設定圧力の 1/100 以上）

作 動 油 添加タービン油：VG10 〜 32 相当油

周 囲 温 度 − 20 〜 55℃（常用：5 〜 40℃）

油 温 − 20 〜 70℃（常用：5 〜 70℃）

オ ー バ ー ロ ー ド 設 定 圧 力 静圧設定：20 〜 34MPa　± 2％

リ リ ー フ 流 量 約 1,400L/min 以下

吸 上 げ 高 さ 油面より 700㎜以下

振 動 プレス作動時 294m/s2 （300Hz）以下

ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ

最 低 作 動 圧 力 0.12MPa 以下

吐 出 圧 力 吐出圧力 =24 ×（操作圧力− 0.05）MPa

吐 出 流 量 無負荷時　1L/min 以上
（但し、操作圧力：0.5MPa、油粘度 20㎟ /s において）

作 動 騒 音 80dB 以下（1m 離れた地点にて）

耐
圧
力

空 圧 部 1.0MPa

油 圧 部 44MPa（高圧ラインのみ）

標 準 仕 様



1. 保証期間
使用後 12ヶ月、ただし納入後 18ヶ月を超えない期間とします。

2. 保証内容
製品または、製品の故障部分を無償で取替え修理します。

3. 保証免責事項
●使用方法・取扱方法及び仕様条件が当該製品仕様を外れて使用
　することにより生じた損害。
●天災地変など当社の責に起因しない災害により生じた損害。
●その他製造者の責任とみなされないことに起因する故障及び損傷。
●納入製品の故障・不具合により誘発された損害。

■ 製品の保証について
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